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１．本研究開始の背景や目的等（200 字～300 字程度で記述） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．研究の推進方策（300 字程度で記述） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本研究室のこれまでの研究において、脂肪とともに果糖あるいは果糖ブドウ糖液糖を同時に

摂取すると、ブドウ糖に比べて著明に食後の脂質代謝が遅延、増悪すること、さらにブドウ糖

に対する果糖の比率が高いほど脂質代謝に対する影響が強いことを明らかにした。これに対

し、蒟蒻は日本人の食生活になじみ深いにもかかわらず、その代表的な成分であるグルコマン

ナンが人体に及ぼす影響に関する研究は殆どなされていない。本研究では、蒟蒻に含まれる水

溶性食物繊維グルコマンナンの食後糖・脂質代謝に対する効果を検討した。 
 
 
 
 
 
 
 
 

女子大学生 11 名を対象に、①グルコース（G）、②グルコース＋グルコマンナン（GM）、③

グルコース＋脂肪クリーム（GF）、④グルコース＋脂肪クリーム＋グルコマンナン(GFM)の 4
種の試験飲料のうち 1 つを無作為交叉法で摂取した。試験飲料を摂取後、経時的に採血を行

い、血液生化学検査を行った。採血は、①と②では、摂取前、0.5、1、2、3 時間、③と④では、

摂取前、1、2、4、6 時間の各 5 回とした。血液検体を用いて、血中グルコース、インスリン、

トリグリセライド、レムナントリポ蛋白コレステロール、アポリポ蛋白 B-48、B-100 濃度等を

測定し、糖・脂質代謝を検討した。また、基礎データとして、身長、体重、体脂肪率、内臓脂

肪断面積等の測定を行った。研究計画は、予め生活科学部研究倫理委員会の承認を得た。 
 
 
 
 
 
 



 
 
３．研究成果の概要（600 字～800 字程度で記述） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．キーワード（本研究のキーワードを１項目以上８項目以内で記載） 
①水溶性食物繊維 ②グルコマンナン ③蒟蒻 ④食後血糖 
⑤食後脂質 ⑥ ⑦ ⑧ 

 
５．研究成果及び今後の展望（公開した研究成果、今後の研究成果公開予定・方法等について記載すること。

既に公開したものについては次の通り記載すること。著書は、著者名、書名、頁数、発行年月日、出版社名を記載。

論文は、著書名、題名、掲載誌名、発行年、巻・号・頁を記載。学会発表は発表者名、発表標題、学会名、発表年

月日を記載。著者名、発表者名が多い場合には主な者を記載し、他○名等で省略可。発表数が多い場合には代表的

なもののみ数件を記載。） 
 

これまでにグルコースおよびフルクースに代わる糖質として、血糖上昇抑制効果が確認され

ている希少糖を用いる研究や、グルコースおよびフルクースに、食後トリグリセライドの上昇

抑制・内臓脂肪の低減作用などが知られている難消化性デキストリンを併用することで改善可

能か否かを検討する研究を実施したが、いずれも食後脂質代謝の増悪を改善・予防する効果は

確認されなかった。そこで、今年度は、蒟蒻に多く含まれているにもかかわらず、人体への効

果が解明されていないグルコマンナンを用いることで食後の血糖およびトリグリセライドの

上昇を改善できるか否かを検討することとした。 
 結果、G 試験と GM 試験、GF 試験と GFM 試験の間で有意差は見られず、食後糖・脂質代

謝に対するグルコマンナンの有意な効果は確認できなかった。今回使用したグルコマンナンの

量は、動物実験で得られた投与量から算出し、また、通常食事として摂取し得る量として適切

であったと判断されるので、少なくとも通常の食生活での単回の使用では、食後の糖・脂質代

謝に対する有意な効果はないと考えられる。長期摂取では異なる結果が得られるかもしれない

ので、今後検討する余地はある。 
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今回の結果は、まとめて学会で発表する予定である。 

 
 
 
 
 


